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immediately　after，　and 　one −month 　after 　the　training
，　two 　kinds　of　original 　tests　developed　to　evaluate　the　participants

’

receptive 　and

productive　vocabUlary 　knowledge　were 　adirninistered．τhe　participants，135　Japanese　miversity　st巳dents，　were 　assigned 　to　one 　of 廿皿 ee

experi 皿 enmi 　conditions 　or　one 　Qon Ψ adson 　group，　involving　Qo〔pus−based（CB），　cognit 量ve 　1ingUistic（CL），　and 　bo血 CB 　and 　CL 　approach

gn）ups ．　Rasch　analyses 血dicated　that　the　learriers　in　bOt1　CB 　and 　CL 　approach 　groups　sigh 丘cantly 　hr甲roved 血e廿receptive 　and 　pr（xlu （垣ve

vocabUlary 　knowledge　more 　than　any 　other 　groups．　The　findings　show 　that　they　to且t　the　Raseh　model ．　A 　transcription　analySis 　ef 　learners’

discourse　suggests 　both　CB 　and　CL　approach 　groups　learned　to　make 　much 　longer　u賃erances 　and 　choose 　appropriate 　verbs 　and 　word

combh 】a廿ons ．皿le　use　of　corpus−based　word 　fhequency　lists　and 　lexical　networks 　through　cognitive 　1inguistic　approaches 　in　the　learning

of　high−frequency　verbs 　and 　formulaic　sequences 　is　1ikely　to　expand 　Japanese　learriers’

vocabUlary 　knowledge，　enhance 　retention 　and

st  ulate 　recall　ofvocabulaly 　use ・Tl通s　study 　also　reveals 　that　in　the　acquisi 廿on 　ofhigh −f陶 uency 　vefbs 　and 　fbrmulaic　seq りences
，
　explicit

vocabulary 　leaming　strategies　encourage 　EFL　learners　to　raise 山eir　awareness 　of 　the　importance　of 　prefabricated　chunks 　and 　produce血 

aCtively ．　SuccessfUl　vocabulary 　developmerit　allows　learners　to　activcly 　use 　words 　and 　produce　mere 　fluent　and 　natural 　sounding 　English，

Aug ．31（Sat．）110：10−10：35〆共西 22（274） Case　stUdy

Introduction　of 　1）rama 　into　College　English　Education：The 　Case　of ‘The 　Tempest ，

　　　　Performed　by　the　Students　at　the　PrefectUral　University　of 　Hiroshima

Yoshimoto，　Kazuhh ℃ （Prefectural　University　ofHiroshima ）

This　is　a　rqport 　of　the　stage　perforrnance　of　the　play，　
‘The　Tempest’　by　William　Shakespeare，　by 嫐e　s加 d  ts舳 e　P臨 れiral　Univemsity

of伽 shima 　in　Jan  y　2013．［［he　presenter　has　been　using 　drama　as　a　me 重hod　of 　English　instruction　for　many 　years，　conside血 g血e 血ct

that　one 　of　the　main 　problerns　Japanese　universities 　have　is　that　many 　of 　them 　lack　drama　education　in　their　curriculum ，　which 　is　very

popu1肛 in　the　English　speaking 　oountries ．　The　presenter　w 跏 ts　to　let　his　students　realize　that　acting 　is　a　very 　impor觚 part　ofexpressing

themselves　in　Qom 皿 unication 　and 　that（lrarna　perfommcc　is　the　core　part　of 　British　and 　Arrierican　cUltures ．　The　lrerforrnance　of
‘The

Tempest’this　time　was 　the　main 　actiVity 　of 　the　Seminar　ofBritish＆ American　Cul田 re　and 　Society　class （90　min ，15classes，　weekly ，　one
semester ），　which 　is　precθded　by血 e 　Basic　Seminar　ofBritish ＆ American　Culture　and 　Society　class

，
　hl　which 血e　s加dents　read 　the　orig 血al

text　and　stUdied　the　literary　and 　cultural 　background　of 　the　plaプ lhe　perforrriance　was 　not 　in　the　origina1　text　by　Shakespeare　but　in　the
modem 　Enghsh　version　mod 丗ed　by　the　presenter　based　on 　the　movie 　direCted　by　Julie　Taymor　in　2010，　The　movie 　was 　used 　as　a　teaching

material 　and 　a　model 　to　help　students 　understand 　the　story 　The　pulposo　ofthis 　activity 　is　not 　just　to　let　the　students 　become　more 　flucnt

speakers 　of 　English　language．　Another　imIx漁 nt　purpose　is　to　let　the　students   de  nd 　the　Postcolonial　situation 　ofthe 　world 　hl　which

people　are 　put　intO　the　relationship 　betWcen　the　colenizers 　arid　the　coloniZed ，　which 　is　alSe　one 　of 　the　main 　themes 　of 　the　play　itSelf．

Aug ．31（Sat．）110：10−10：351共西 23（277） Research　paper

　　　　　Rapid 　Reading　Using　the　SRA 　Reading　Laboratory：
An 　Analysis　on 　Learners，

　Perceptions　of 　a　Teacher，s　Commentaries

　　　　　　　　　　　SRA 教材 を用い た速読 の 実践 ：

　　　教員の コ メ ン ト内容に対す る学習者 の 認識に 関する考察

林　千賀 （獨協大学）

本発表 は発表者が 2010年度後期より継続的 に研究を行っ て い る SRA 　Reading　Laboratory　2aを用い た 速読練習 に 関す る研

究報告で ある。特 に今回の 発表で は、発表者が独 自に 作成 した速読記録表 （第 3版〉内の 教 員の 記 入 コ メ ン トに 対す る学

習 者の 認 識 に焦点 をあて 、学習者が 必要だ と考える教員の コ メ ン ト内容につ い て French＆ Raven （1960）の
t‘Authority　Bases

（権威 の ベ ース ）
”

の 観点か らの 分析 を試 み る 。 本研究 の 対象は、2012年度都内私 立 大学 1年生 の 必修英語 （週 1回、90
分）を履修 した 92名 （3ク ラス ） であ る。この授業で は授業の

一
環 と して 速読練習を行 い、毎回の 速読終了後に学習者 1
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人 1人 に 自分 の 取 り組み に つ い て 速読記録表に 記録 を付けさせ た 。 先行研究の 結果 を踏 まえ （林、2013年 3月 刊 行予 定）、

速読記録表内に は正 解率や所要時間などの 数値に 関す る記入項 目の 他、感想 や反省 な ど も記入で きる ように 自由記 述 欄も

新た に設けた 。 また、教員の コ メ ン ト欄 も追加 し、学習者 の 記入内容 に 対して 教員もコ メ ン トを記入する こ とで教員と学

習者 1人 1人との 「対話」を重視 した形式 に した 。 分析方法 として、学習者 に は速読記録表内の 教員の コ メ ン ト内容の 必

要性に 関する リ ッ カート尺 度 （4 段階）を用 い た ア ン ケート調 査を行 っ た。また、教員からの 実際の コ メ ン ト内容を（1＞役

に 立 っ た もの、  や る気の 出た もの、（3）不必 要 な もの 、の 3項 目に分類 させ た。データ分 析の 結 果、学 習 者が 必 要 だ と考

える 教員 の コ メ ン ト内容 は、「読み の ス キ ル や ス トラ テ ジー
に 関す る もの 」が 最 も多 く、次 い で 「学 習 者 の 記 入 内容 に対 す

る教員の個人的な感想や 意見」そ して 「学習者 の取 り組み へ の 評価 （賞罰）に関するもの 」 となっ た 。 当日の 発表で は こ

れ らの 各項 目の 分析内容を、教員の
“Authority　Bases（権威 の ベ ー

ス ）
”
と関連付けなが ら詳細 に発表す る予定で ある。ま た、

分析結果 を踏まえて新たに作成 した 速読記録表 （第 4版）も提示 しなが ら、今後の 調査 の 方向性 につ い て も示唆する 。

Aug ．31（Sat．）110；10−10：351共東 31（351） Publisher　presentation

　　　　　Handbook 　of 　English　Teachers，

　Professional　Development 　in　Japan ：

‘‘Developing　Didactic　Competences 　of 　Student　Teachers　of 　English，， （2012，　Sanshusha）

　　　 成長する英語教師の 育成を目指 した実践書 ：

『新 しい 時代の 英語科教育の 基礎 と実践』 （2012，三 修社）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈   三修社企画〉

久村　研 （田園調布学園大学）

「英 語 教師として の 持続可 能 な 自律的成長 の た め の ツ
ー

ル と して 大きな意味」が あり、「こ れ か らの 英語教 師へ の エ ー
ル 」

となるだろ うと書評 （深澤、2012）で 讃えられた本書 に 、一
貫 して 通底す る の は 「振 り返 る （省察す る）」とい う理 念で

ある。「教える こ と を学ぶ 」と い うプ ロ セ ス の 中で 、自分 の 行為を振 り返る こ とに よ っ て 自分 自身の 学 び方 に つ い て の 理 解

も深 ま る （Konhagen ．　2001、浅岡．2012）。語学習得の プロ セ ス と同様、知識を蓄積する だ けで は効果的な授業 を実践す る

こ とは 難 しい 。 また 、 模擬授業 な どで 実践す る機会だ けで は不十 分 で あ る。「埋 論を知識として学習する⇒ 模擬授業など

で 実践す る⇒ その 実践 を振 り返 る⇒ 理 論 に戻 る」 とい う振 り返 りプ ロ セ ス を繰 り返 しな が ら内在化 して い く方法が効果的

で ある 。 こ の 振 り返 りの プ ロ セ ス を支援す るの が ま さに本書が 基 盤 とす る 」−POSTL （言 語 教 育履修生の た め の ポ
ー

トフ ォ

リオ）の 100項目の CAN −DO 記述文で ある 。 教員養成課程履修生 に CAN −DO 記述文を単独で提示 して も具体的 に イメ
ー

ジ が 湧か ず 「で きない 」 と評価する 傾向が み られ る 。 本書 は、第 1部理論編か ら第 3部実践編 IIまで
一

貫 して CAN −DO 記

述文を埋 め 込 み、理論的背景 と授業実践を関連 させ 、十分に活動をイメージ し、振 り返 りと自己評価 を習慣づ け られ る よ

う工 夫 され て い る。発表で は、まず、J−POSTL の CAN −DO 記 述 文が 自律 的 に 成長す る 教師を育成す る た め に 果 たす役割

を論 じる 。 続 い て 、本書 を通 して 、 どの ように英語教師 と して求め られ る力お よび振 り返 りの意義を理解させ 、自己自身

の 言動 と現実 を直視す る習慣 を身に つ け、 適切 な 自己 評価 が 可 能 とな りうるか につ い て 具体例 を提示 しなが ら説明する 。

Aug ．31（Sat．）t11：00−12：00　／　Clock　Tower 　Hall Plenary　address

Translation　as　a　Shaping　Force　in　English

＜Supported　by　British　Council＞

Susan　Bassnett（The　University　ofWarwick ）

This　paper　wil1 　consider 　the　role 　played　by　translation　in　shap 血g　both　the　English　language　and 　its　literature，　English　is　a　language廿lat

absorbs 　elements 肋 m 　outside　lexically　and 　struct 肛 allメ hence　the　size　ofits 　v   abula 匸y　and　the　transfbfmations　it　has  de  one 　over

一78 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


